
デ

ィ

ド

ロ

の

ブ

ー

シ

ェ

批

評

野

口

栄

子

デ

ィ
ド

ロ

(】)
①
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は
、

フ
ラ

ン

ス
十

八
世
紀

の
啓
蒙

哲
学

者

で
あ

り
、

百

科
全

書
を
編

集
し

た

こ
と

に
よ

っ
て
著
名

で
あ

る
。
彼

が

ド
イ

ツ
人

の
友

人
グ

リ

ム
あ

て
に
執
筆

し
た

当
時

の
美

術
展
覧

会

の
サ

ロ
ン
の
批

評
は
、

グ

リ

ム
に
よ

っ
て
そ

の
主
宰

す
る

「
文
芸

通
信
」

(O
o
冥
Φ
ω
0
8
α
彗

8

ぎ
騨
餌
一「
ρ

b
≡
o
ω8

言

⊆
①

9

6「三
ρ
二
①
)

に
掲
載

さ
れ
、

デ

ィ
ド

ロ
の

「
サ

ロ
ン
」

(い
①
ω

Gっ
巴
o
コ
ω
)

と
し

て
、

デ

ィ
ド

ロ
の
芸

術

に
た

い
す

る
意

見
を

理
解
す

る

一
助
と
な

る
だ

け

で
な

く
、
美

術
批
評

ー

と
り
わ
け

絵
画
批

評

の
古
典

と
称

さ
れ

て
い
る
。

グ
リ

ム
の

「
文

芸
通
信
」

は

一
七

五
三
年

に
は
じ

ま
り
、

当
時

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
諸

王
や

貴

族

に
パ
リ

の
思
想
界

や
文

芸
界

の
様

子

を
伝

え

る
こ
と

が
目

的
で
、

フ
ラ

ン
ス
革
命

後
ま

で
も
続

け
ら

れ
た
。

展
覧

会

の
サ

ロ
ン
の
母
体

は
、

一
六

四
八
年

に

パ
リ

に

は
じ

ま

っ
た

「
絵

画

と
彫
刻

の
王

立

ア
カ
デ

ミ

ー
」

が
、

一
七
三
七
年

に
常

設
展
覧
会

を
開
催

し

た

こ
と

に
よ

る

。

そ
れ
以
前

に
も
公

式

の
展
覧
会

は

一
、

二
回
開
催

さ

れ

た
が
、
少

く
と
も

ル
ー
ヴ

ル
で
は

一
七

〇
四

年

か
ら

三
三
年

間
は
展
覧

会

が
開
催

さ
れ
な

か

っ
た
。

そ
し

て

一
七

三
七
年
か

ら

一
七

四
五

年
ま

で
は
例
年

サ

ロ
ン
展

が

あ
り

、

一
七
四
五
年

か
ら

は

一
年

お
き

に
開
催

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
サ

ロ
ン
展

の
批
評

を
グ

リ

ム
は

「
文
芸

通
信
」

の
は
じ

ま

っ
た

一
七
五

三
年

か
ら
執
筆

し

、

一
七
五

五
年
、

一
七

五
七
年
と

隔
年

に
開
催

さ
れ

る
サ

ロ
ン
の
批
評

を
続

け
た
。

一
七

五

七
年

か
ら

デ

ィ
ド

ロ
の
協

力

が
は
じ
ま
り

、

ま
ず
文

芸
批

評

の
論

文
を
寄

稿

し

た

の
ち
、

一
七

五
九

年
か
ら

サ

ロ
ン
批

評

を
デ

ィ
ド

ロ
が
お

こ
な
う

こ
と
に

な

っ
た
。

そ
し

て

一
七

五
九

年

、

一
七
六

一
年
、

一
七

六

三
年
、

一
七
六

五
年
、

一
七

六
七
年
、

一
七
六

九
年
、

一
七
七

一
年
、

一
七

七

五
年

の
サ

ロ
ン
批
評

が
デ

ィ
ド

ロ
に
よ

っ
て
執
筆

さ

れ
た
。

一

七

七
三
年

は
デ

ィ
ド

ロ
の
オ
ラ

ン
ダ
、

ロ
シ
ア

へ
の
旅

行

の
た

め
、

ま
た

一
七
七

七
年

と

一
七

七
九
年

は

サ

ロ
ン
を

み
な
か

っ
た

た

め
、

一
七

八

三
年

は
デ

ィ
ド

ロ
の
病

気

の
た
め
に
記

事

が
な

い
。

こ
の
サ

ロ
ン
批

評

は

ア

セ
ザ

・
ト

ゥ
ー

ル
ヌ
ー
版

デ

ィ
ド

ロ
全

集
十
巻

～

十

二
巻

(国
含

〉
ωω曾
讐
白

o
⊆
3
2

×
"
○
①
二
く
お
ω

8
∋
且
窪
①
ω

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評
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デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評

血
①
U
=
①「
o
ρ

'
×
～
嵩

ど

ド
◎。
刈
ρ

勺
錠
色

に
収
録

さ
れ
、

こ
ん

に
ち
十

八
世
紀

の
い
わ
ゆ

る

ロ
コ

コ
美

術

に

つ
い
て
考
察

す

る
に
さ

い
し
、

き
わ

め

て
重
要

な
意
見

と

資
料

を
提
供
し

て

い
る
。

そ
れ
は

た
ん
に
デ

ィ
ド

ロ
の
立
場

の
独
自

な
価
値

を
示

す

に
と
ど

ま
る
も

の
で

は
な
く

、
あ
る
時
代

の
美
術

が
同
時
代

の
批

評
家

に
よ

っ
て
論

じ

ら
れ

た
と

い
う
貴

重

な
意
味
を

も

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

(
ピ
①
ω
岳

ωω
圃ρ
⊆
①
ω
α
二

需
口
〇
一P

U
己
臼
鉾

馴
い
①
ω
Qo
巴
8

ρ

勺
詠
壁
8

2

8
∋
ヨ
①
ヨ
①
冨

ω

O
碧

菊
o冨
昌
α

U
①
ω募
》
お

呂
)

デ

ィ
ド

ロ
の
サ

ロ
ン
は
主

と
し

て
作
家

別

に
分
け
ら

れ
、

そ
れ
が
さ
ら

に
作
品

別
に
と
り

あ
げ

ら

れ
て

い
る
。

十

八
世
紀

の

ロ

コ
コ
美
術

に
属
す

る
作
家

た
ち

が
次

々

に
登
場

し
、
今

日

で
は
失

わ
れ

て
し
ま

っ
て

い
る
作

品

に
か

ん
す

る
記
述
も

多

い
。

し
か
し

な

が
ら

現
在

で

は
失

わ

れ
て
し
ま

っ
て

い
る
作

品
に

つ
い

て
も
、

デ

ィ
デ

ロ

の
文
章

に
よ

っ
て
わ
れ
わ

れ
は

そ
れ
が
あ

た
か
も
眼
前

に
置

か
れ

て

い
る

よ
う
な
印
象

を
受

け

る
。

そ
れ

と
同
時

に

デ

ィ
ド

ロ
の

一
貫
し

た
啓

発
的

な
態
度

が
、
作
家

や

作

品

に
た

い
す

る

一
定

の
姿

勢
と

し

て
表
明

さ
れ
、

お

の
ず

か
ら
方

向
を
も

っ
て
く

る
。

シ

ャ

ル
ダ

ン

の
よ
う

に
庶
民

の
日
常
生
活

を
暖

か

い
筆

致

で
描
き
、
落

つ
い
た

画

面
を

つ
く
り
だ
し

た
作
家

に

つ
い
て
は
評
価

は
高
く

、
宮

廷

の
人

々
に
迎

え
ら
れ
、
華

や

か
な
神

話
画

や
歴
史

画
を
描

い
て

ロ
コ

コ
絵

画

の
代

表
と

称
さ

れ
る
ブ

ー
シ

ェ
に
た

い
し

て
は
、

意

外
に

そ

の
批

評
は
き
び

し

い
。

も

ち
ろ

ん
ブ

ー

シ

ェ
に
た

い
す

る
考

え
方

と

し

て

デ

ィ
ド

ロ
の
意

見
だ
け

が
す

べ
て
で
な

い

こ
と

は
確

実

で
あ

一

る
。

し
か

し
多

く

の
意

見

が
成

立
し
う

る
と
し

て
も
、

デ

ィ

ド

ロ
の
ブ

ー

シ

ェ
に
た

い
す

る
批
判

が

ど

の

よ
う
な
も

の
で
あ

る
か
に

つ
い

て
検
討
す

る

こ
と
は
、
十

八
世

一

紀

の
美

術

に

つ
い
て
考

察
す

る
た

め
に
重
要
な

こ
と
と

思
わ

れ

る
。

こ
こ
で
は

そ

の
点

に

つ
い
て
若
干

の
論
述

を

お

こ
な

い
た

い
。

ブ

ー
シ

ェ

(勾
箪
鍔

o
圃ω
ζu
o
⊆
。
げ
Φ
「
日
ざ
ω
～
嵩
刈
O
)

は
、

パ

リ

の
版
画
家

の
息

子
と
し

て
生
れ

た
。

ル
モ

ワ
ー

ヌ
の
弟

子
と
し

て
絵
画
を
学
び

、

一
七

二
三
年

に

ロ
ー

マ

賞

を
獲
得

し

て
い
る
。

さ
ら

に
十

八
世
紀
初

頭

に

ロ

コ
コ
様

式
と
称

さ
れ

る
に
充
分

な
作

風

を
確
立

し

た

ア
ン
ト

ワ
ー

ヌ

・
ワ

ッ
ト
ー

(
]°①
◎◎
蔭
～
H
、N卜o
ド
)

の
作

品

=

一〇

点

あ

ま
り
を
版
画

に
す

る
機
会

を
得

た

の
ち
、

一
七

二
七
年

か
ら

三
年
間

イ
タ
リ

ア
に
留
学

し
た
。

イ
タ

リ

ア
で
は

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
や

バ

ロ

ッ
ク
の
画
家

た
ち
、
ま

た
同

時

代

の
人
と
し

て
は

テ

ィ

エ
ポ

ロ
か
ら
も
多

く

の
影
響

を
受

け
た
と

い
わ
れ

て

い
る
。
帰

国
後

一
七

三
三
年

に

「
ル
ノ
:
と

ア

ル
ミ
ダ
」

と
い
う
作

品
を
提

出
し

て
王
立

ア
カ

デ
ミ
ー

の
会

員

に
な
り
、

そ

の
後
は

ル
イ
十

五
世

の
首

席

画
家

と
し

て
、

ル
イ
十

五
世

の
寵
妃

ポ

ン

パ
ド

ー

ル
夫

人
を

パ
ト

ロ
ン
に
す

る
と
同
時

に
そ

の
絵

画

の
先

生
と

な

っ
た
。
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
宮

殿

の
装
飾

や
ゴ
ブ

ラ

ン
織

の
下
絵

や
陶
器

の
図
案

に
も
手

を
借
し

、

一
七
六

五
年

に
は
ヴ

ァ
ン

・
ル
ー

の
あ

と
を
う

け

て
王
立

ア
ヵ

デ



ミ
ー

の
会
長

に
な

っ
た
。

文
字

通
り

ロ

コ
コ
を

代
表
す

る
画
家

と
称

し

て
よ

い
。

「
雅

宴

の
画
家
」

と

称

さ
れ
た

ワ

ッ
ト
ー

に

つ
づ

い
て
、

ワ

ッ
ト
ー
、
ブ

ー

シ

ェ
、

フ

ラ
ゴ

ナ
ー

ル
と

い
う
展
開

の
も

と

で
と

り
あ
げ

ら
れ

る

だ
け

に
、

そ

の
作

風
は

ど

こ
ま

で
も
華
麗

で
軽

妙

で
、
神

話
や
歴
史

画

か
ら

の
取
材

が
多
く
、

独
特

の
甘
美

な
夢

の
よ
う

な
世
界

を

つ
く
り

だ
し

た
。

そ

の
頃
に

流
行
し

た
郊

外

や
田
園

を
好

む

風
潮

と
軌

を

一
に
し

て
、
牧

歌
的

な
田
園

を
背
景

に
、
若

い
羊

飼

の
男

女
が
戯

れ

て
い
る

場
面

な

ど
を
し
ば

し
ば

描

い
た
。

そ
れ
は
ブ

ー

シ

ェ
の
画

面

が
と
く

に

「
ピ

ト

レ
ス

ク

(O
葺
。
お
。゚
ρ
器

絵

画
風

の
)」

と

し

て
特
徴

づ
け
ら

れ

て
説

明
さ
れ

る
所
以

に
な

っ
て
い
る
。

ま

た
ブ

ー

シ

ェ
は
当
時

流
行

の
ト

ル
コ
趣

味
や

シ
ナ
趣
味

に
も

関

心
を

も

っ
て
い
た
。

(冨

℃
ご

αq
套

巳
。

8
圃冨
轟

α
.碧
冨

O
色

ヨ
o
巳

『

閃
轟
鍔

⊆
ω

bd
o
g
ゴ
①
5

句
「讐
①
≡

閏
9
げ
ぴ
ユ

国
島
けo
「
圃)

デ

ィ
ド

ロ
は

サ

ロ
ン
の
中

で

一
七
五
九

年
、

一
七

六

一
年
、

一
七
六

三
年

、

一
七
六
五
年

、

一
七

六
九
年

の
五
回

に
わ

た

っ
て
ブ

ー

シ

ェ
の
作
品

を
と
り

あ
げ

て

い

る
。

一
七
六

七
年

の
批

評

に
は
ブ

ー

シ

ェ
の
名

前
は

見

当
ら
ず

、

一
七

六
九

の
批

評

は
ブ

ー

シ

ェ
の
死

(
一
七

七
〇
年

五
月

三
十

一
日
)

以
後

に
書

か
れ

た
も

の
で
あ

る
。

こ

こ
に
各

々
の
年
度

に
デ

ィ
ド

ロ
が
と
り

あ
げ

た
作

品

を

ア

セ
ザ
版

の
注
を
参

照

し

つ

つ
、
哲
学

者

と
画
家

の
年
令

を
考

慮

に
入
れ
な

が
ら

一
覧

し

て
み
よ
う
。

ω

一
七
五
九
年

(
デ

ィ
ド

ロ

四
六
才
、
ブ

ー

シ

ェ

五
六
才
)

。
作
品

「
降
誕

(麸

什回く
ま

)」

(
注
1

こ
こ

で
彼

が

問

題
に
し

て

い
る
と

こ
ろ

の
小

さ
い

タ
ブ

ロ
ー

(額
絵
)

は
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
に
は

載

っ
て

い
な

い
。

従

っ
て

「
降

誕
」

に

つ
い
て

こ
こ
で
問

題

に
な

っ
て
い
る

こ
と

に

つ
い
て
は
確

認
す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

そ
れ
は

ボ
ワ

セ
の
ラ

ン
ド

ン
の
市
場

で
八
〇

〇
リ

ー
ヴ

ル
で

一

七
七
七

年

に
売
ら
れ

た
も

の
な

の
だ

が
。

(
メ

,

ドO
N
)
)

㈲

一
七
六

一
年

(
デ

ィ
ド

ロ

四
八
才
、
ブ

ー
シ

ェ

五
八
才
)

。
作

品

「
ブ

ー

シ

ェ
の
田
園

画
と

風
景
画

(
譲

ωδ
巨

⑦
ω
虫

勺
塁

。。9
ひq
①
ω
α
①

じσ
o
⊆
魯

興
)
」

(注
ー

ブ

ー
シ

ェ
が
署
名

し

て

い
る
す

べ
て
の
作

品

で
、

こ
れ
ら

の
田
園

画

と
認

め
ら

れ
う

る
も

の
は

パ

ン
フ
レ

ッ
ト
の
手

が

か
り

の
中

に
み
ら
れ

な

い
。

(×
も
」

旨
)
)

㈲

一
七
六

三
年

(
デ

ィ
ド

ロ

五

〇
才

、
ブ

ー
シ

ェ

六

〇
才
)

。
作

品

「
幼

児

イ

エ
ス
の
眠

り

(い
①

ω
。
ヨ
ヨ
①
=
α
巴

、⑦
=
貯
曇

ま
。・
⊆
ω
)
」

(注
ー

タ
テ
2
ピ

エ

(筆

者

注

ー
ピ

エ
は

32

・
5

セ
ン
チ
)

×
ヨ

コ
ー
ピ

エ

(メ

,

嵩
ド
)
)

。
作

品

「
牧

歌
風

の
作

品

(じσ
①
「oq
9

Φ
)」

(
注
ー

パ

ン
フ
レ

ッ
ト

に
全

く

み
ら
れ

な

い
。

(×
も

」

§

)
)

ω

一
七
六

五
年

(デ

ィ
ド

ロ

五

二
才

、
ブ

ー

シ

ェ

六

二
才

)

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評

一39一



デ
ィ
ド

ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評

6
前

書
き

(
注
ー
ブ

ー

シ

ェ
は

こ
の
年

の
サ

ロ
ン
に
田

園
画

ば
か

り
を
十

一
枚

出
品

し
た
。

(×
吻p

卜。
α
①
)
)

・。
作

品

「
カ
リ

ス
ト
を
襲

う

た
め
に

デ

ィ
ア
ナ
に
変

装

し

た
ジ

ュ
ピ
タ
ー

(甘
豆
8
「
q
碧

。゚
ho
「ヨ
ひ
Φ
コ

】】
碧
o
冒
o
⊆
「
ω⊆
「只
Φ
コ
島
o
O
巴
翼

o
)
」

(
注
-

凡
そ
タ

テ
2
ピ

エ
×

ヨ
コ
ー
ピ

エ
半

の
楕

円
形

の
タ
ブ

ロ
ー
。

(×
も
゜
謡

◎。
)
)

6
作

品

「
ア

ン
ジ

ェ
リ

ク
と

メ
ド
ー

ル

(〉
コ
oq
o
言

二
①
2

ヨ
注
自
)
」

(
注
ー

一
つ
前

の
作

品
と
同

形
同

寸
法
。

こ
の

二

つ
の
作

品
は

じd
臼
σq
9
9

α
①
O
「磐
8
霞
け
氏

の
所
有

で
あ

る
。

(×
も

』
α
O
)
)

6
作
品

「
二
枚

の
田
園
画

(U
Φ
ロ
×

勺
餌
。゚
8
「巴
①
。゚
)
」

(注
i

一
枚

め
は
タ

テ
7
ピ

エ
6
プ

ス

(筆

者

注

ー
プ

ス
は
施

ピ

エ
約

ー
イ
ン

チ
)
i

こ
の
章

か

ら
先

シ

ャ

ル

ダ

ン
ま

で
は

一
七

九
六
年

版
に

は
落

丁
が
あ

る
。

(×
も

』
O
O
)
)

6
作

品

「
他

の
田
園

画

(〉
ロ
耳
①
勺
器
8
「巴
①
)
」

(
注

な
し
。

デ

ィ
ド

ロ
が

「
前

の
作

品
と
同

じ
大
き

さ
、
同

じ
形
態
、
同

じ
価
値
」

と
書

い
て

い
る
。

(鋼

,

N
①
ド
)
)

。
作
品

「
四
枚

の
田
園

画

(O
轟

自
①
勺
餌
。゚
8
『巴
①
ω
)」

(
注
ー

こ
の
う

ち

の

二
枚
は
楕

円
形

で
、

四
枚

と
も
凡

そ
タ

テ

ー5
プ

ス

×
ヨ

コ
ー3
プ

ス
あ
ま

り
。

(〆

P

8
N
)
)

。
作
品

「
他

の
田
園
画

(
㌧r¢
け『①
　℃
9
ω辞O
「餌
一①
)」

(
注
1

こ
の
前

の
作

品

の

一
つ
と
と
も

に

12
番
と

し

て
パ

ン
フ

レ

ッ
ト

に
み
ら
れ
る
も

の
。

(メ

戸

N
①
ω
)
)

。
作
品

「
他

の
田
園
画

(㌧
r=
δ「①
℃
鋤
ω辞O
「①
一①
)」

(
注
ー

凡
そ

タ

テ
2
ピ

エ
6
プ

ス
×

ヨ

コ
2
ピ

エ
あ

ま
り

の
タ
ブ

ロ
ー
。

(〆

,

b◎
2

)
)

㈲

一
七

六
九
年

(
デ

ィ
ド

ロ

五
六
才
、
ブ

ー

シ

ェ

六
六
才

)

。
作

品

「
ジ
プ

シ
ー

の
行

進

(7繭
鋤
「O
ゴ
⑦
匹
①
CU
O
げ
価昌
θ圃①
コ
ω
)」

(
注
-
作

品
に
か

ん
し

て
は
み
ら

れ
な

い
。

(〆

戸

。゚
◎。刈
)
)

次

に

こ
れ
ら

の
批
評

が
ど

の
よ
う

な
内
容

の
も

の
で
あ

る
か

に

つ
い
て
検
討

し
た

い
。

デ

ィ
ド

ロ
の
サ

ロ
ン
に
お
け

る
ブ

ー

シ

ェ
批

評

の
な
か

で
、

最
も

つ
よ
く
繰
り

返
し
述

べ
ら

れ
て

い
る

の
は
、

ま
ず
第

一
に
描
写
対
象

の
把

握

の
し

か
た
と

主
題

の
関

係

と

い

っ
て
よ

い
で
あ
ろ

う
。

そ

の
特
色

が
最
も
よ

く
み

ら
れ

る

の
は

キ
リ

ス
ト
と

マ
リ

ア
、
羊
飼

、
神

話

の
人
物

な
ど

で
、

そ
れ
ぞ
れ

に
説
明

が
な

さ
れ

て
い
る
。
ま

ず

一
七

五
九
年

の
サ

ロ
ン
で
は
、

「
彫
刻

の
と

こ
ろ

へ
行

く
前

に
ブ

ー

シ

ェ
の

「
降

誕
」

と

い
う
小

さ
な
作

品
を

忘
れ

て
は
な
ら

な

い
。

私
は

そ

の
色
彩
が
偽

で
あ
り
、

聖
母

は
輝

き
す

ぎ
、
幼

い
イ
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エ

ス
は

バ
ラ
色

に
す
ぎ
、
同

じ

画
面

の
天
蓋

の

つ
い
た

優

雅
な

ベ

ッ
ト
は
も

っ
と
奇
妙

で

あ
る
と
述

べ
た

い
。

し

か
し
聖
母

は
た

い

へ
ん
美

し
く
、

な

ま
め
か

し
く
、

と

て
も
魅

惑
的
だ

!

ま
た
仰

向
け

に
寝

か

さ
れ

て

一
本

の
麦

を
に
ぎ

っ
て
い
る

こ
の
画
面

の
小

さ
な

聖

ヨ

ハ
ネ

よ
り
以
上

に
完
全

な

い
た
ず

ら
小

僧
が

い
る

と
考

え

る

の
は
不
可

能
だ
。

た
え
ず

私

は
こ

の
麦

の
か
わ

り

に
、

一
本

の
矢

を
想

像
し

た
く

な
る

…
…
そ
れ

か

ら
も

っ
と
生

々
し
た
も

っ
と
快

活
な
、
も

っ
と
生
気

の
あ

る
天

使

た
ち

の
顔

を
。

(後
略

)
」

(×
も

゜
岩

b。り

嵩
$

)

と

い
う
叙

述

で
ブ

ー

シ

ェ
の
特
徴

が
か

な
り
明
確

に
論

じ

ら
れ

て

い
る
。

デ

ィ
ド

ロ
に
と

っ
て
は

キ

ー3

ス

ト
や
聖
母

や
洗
礼
者

ヨ

ハ
ネ

の
幼

年
時
代

は
、
常

に
あ

る
敬
慶

な
宗

教
的

な
静
か

な

ム
ー
ド

の
た
ち

こ
め

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら
な

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

そ

れ
に
も

拘
ら
ず

ブ

:

シ

ェ
は
、
宗
教

画

の
主
題
を

ギ
リ

シ

ャ
神

話

の
キ

ュ
ー

ピ

ッ
ト
や
ヴ

ィ
ナ

ス
を
思
わ

せ
る

対
象
描
写

に

切
り

換
え

た
。

現
実

に
は

お
そ

ら
く
家
畜

も
同
居

し

て
い
る
見
す

ぼ
ら
し

い
納
屋

で
誕
生

し
た

キ
リ

ス
ト
が
輝

か
し

い
場

面
を
与

え
ら

れ
、
天
蓋

の

つ
い
た
優

雅
な

ベ

ッ
ト
に

い
る

こ
と
は
、

デ

ィ
ド

ロ
に
と

っ
て
は
認

め
が

た

い

こ
と

で
あ

っ
た
。

し
か
も

そ

れ
が
荘

厳

な
宗

教
的
雰
囲

気

に
よ

っ
て
彩

れ

て
い
る

の
で
は
な

く
、

日
常

生
活

の
中

で
も

目
を

そ
む
け

た
く
な

る

よ
う

な
な

ま
め
か

し

さ
や
遊
び

の

ム
ー

ド
の
中

に
あ

る
と
き
、

芸
術

と

し

て
承

認
す

べ
き

で
は
な

い
と
考

え
て

い
る

の
で
あ

る
。
け

れ
ど
も

「
私

は

こ
の
タ
ブ

ロ
ー
を
持

つ
こ
と

を
邪
魔

し
は

し

な

い
。
」

(
×
も
」

O
b。

u

嵩
㎝
㊤
)

と
多
少

の
妥
協

の
余
地
も

み

せ

て
い
る
。

ブ

ー

シ

ェ
と

い
え
ば

当
時

お

そ
ら

く
最
も

活

躍
し

て

い
た
時
期

で
あ
り
、

一
七
六

四
年

に

死

ん
だ
ポ

ン
パ

ド
ー

ル
夫
人

も
ま
だ

健
在

で
、

ブ

ー

シ

ェ
の
名
声

は
目
を

み
は

る
も

の
が
あ

っ
た
。

し

か
し

そ
の
中

で

一
七

五

一
年

か
ら

百
科
全

書

の
出
版
を

は

じ
め
て

い

た
デ

ィ
ド

ロ
は
、
彼

自
身

の
好
み

と
意
見

を

サ

ロ
ン
批

評

の
第

一
年
目

に
当

っ
て
、

す

で
に
明
確

に
打

ち
出
し

て

い
る
こ

と
は

注
目

に
価

す

る
。

こ

の
作

品

に

つ
い
て
は

不

明
で
あ

る
が
、
同

一
題
名

で

ベ

ル
ヴ
ー
城

の
礼
拝

堂

の
た

め

に
製

作
さ

れ
た
ブ

ー

シ

ェ
の
作

品

を
参

照
す

る
と
か
な

り

の
輪
郭

が
把

握

で
き

る

で
あ

ろ
う

(図
版

1
)
。

も
ち

ろ
ん
当
初

か
ら

礼
拝
堂

の
た
め

に
描

か

れ
た
作

品
と

タ

ブ

ロ
ー
と
し

て

サ

ロ
ン
に
出

品
さ

れ
た
作

品

の
間

に
は
、

多

少

の
相

異

が
あ

る
で
あ
ろ

う

こ
と
は
否

め
な

い
。

し
か
し
礼

拝
堂

の
た

め
に
描

か
れ
た
作

品

に
お

い
て
さ

え

も
、

デ

ィ
ド

ロ
の
述

べ
て
い
る
特

色
は
拭

う

べ
く

も
な
く

明
確

で
あ
る
。

幼

い
キ
リ

ス
ト
と

聖
母

に
か
ん
す

る
記
述

は
、

一
七
⊥ハ
三
年

に
も

み
ら

れ
る
。

ヘ

へ

「
…
…
幼

児
イ

エ
ス
は
無

気
力

に
描

か
れ

て
い
る
。

彼

は

い
た
ず

ら

に
黄
金

色

で
塗
ら

れ

て

い
る
。

下
品

な
ひ
だ

の
あ
る
衣

服
を
着

て

い
る
聖
母

は
、
無

性
格

で
あ

る
。
彼

女

の
栄

光

は
た

い
そ
う
軽
く

て
と
ら
え
ど

こ
ろ

が

な

い
。

飛

ん

で
い
る
天
使

は
、

全

く
ぼ

ー

っ
と
し

て

い
る
。

そ

の
幼
児

た
ち

に

愛

の
眼
ざ

し
を

そ

そ
い

で

い
る
聖

母

の
う

し

ろ
で
眠

っ
て

い
る

ヨ
ゼ

フ
を

よ
り
以

上

に
描
き

こ
む

こ
と
や
、

も

っ
と

適
当

な
顔

付

を
与

え

る

こ
と
は

不
可

能

で
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
。

(
後
略
)
」

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評
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デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評

(x
も
゜
嵩
ど

ミ
①
ω
)

は
じ
め
の
記
述
か
ら
四
年
後
に
は
、

「
無
気
力
」

「
い
た
ず
ら
に
」

「
無
性
格
」
と
い
う
よ
う
に
、
消
極
的
な
否
定
が
多
く
な
り
、
認
め
な
い
な
が
ら
も
、
特
色
を
説

明
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
す
ら
減
退
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
描
か
れ
る
べ
き
主
題
の
人
物
と
、
実
際

に
描
か
れ
て
い
る
画
面
の
人
物
の
間

の
差
が
、
画
家
の
描
写
態

度

に
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
初
年
度
に
お
い
て
は
、

「
な
ま
め
か
し
さ
」
や

「
い
た
ず
ら
小
僧
ぶ
り
」
と
し
て
、
場
ち
が

い
な
が
ら
も
ま
だ
積
極
的
価
値

を
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
れ
さ
え
も
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
宗

教

的
主
題

に
と
ど
ま

ら
ず

、
牧
歌

的
主

題

ー

ブ

ー

シ

ェ
が
得

意
と
し

て
開
発

し
、
ブ

ー

シ

ェ
に
先

立

つ
ワ

ッ
ト
ー
と

は
ま

た

こ
と
な

っ
た
場

面
を

つ

く

り
だ
し

た
い
わ

ゆ
る
田
園

画
に

つ
い
て
も
同
様

で
あ

る
。

デ

ィ
ド

ロ
は
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

「
…

…
人
は

こ
の
優
雅

さ
と
贅

沢

さ

で
粧

っ
た
羊
飼

た

ち

を
ど

こ
で
み
た

の
か
?

(
中
略
)

そ

こ
に

い
る

こ
の
魅
力

的
な

と
て
も
美

し
く
着

か
ざ

っ
た
、
た

い

へ
ん

き
れ

い
な
非
常

に
淫
蕩

な

こ
こ
に
描

か
れ

た
女

性
は
何

を

し

て
い
る
の
か
?

(
中
略
)

不
調
和

な
対
象

の
何

と

い
う

騒

々
し

さ
!
人
は

そ

こ
に
凡
ゆ
る
不

条
理
を
感

じ

る
。

(
後
略

)」

(
×
も
゜
旨
ω
噛
嵩
O
H
)

「
台

石

の
上

に
置
か

れ
、
上
を
向

い
た
枝

の
束

で
飾

ら

れ
た
花
瓶

を
背
景

に
、

そ

の
下

で
女

の
羊

飼

の
膝

で
昼
寝

を
し

て

い
る
羊

飼

を
想
像

し
て
ご

ら

ん
。

ま
わ
り

に
羊

飼

の
杖

や

バ

ラ
で
飾

っ
た
小

さ

い
帽
子
、

犬
、

小
羊

た
ち
、
地

平
線

に

つ
づ

く

風
景
。

(
後
略

)」

(×
う

嵩
卜。
り

嵩
O
ω
)

「
…
…
彼

の
女
羊
飼

の
優
雅

さ
は
、

「
バ
ラ
と

ユ
グ

ノ

ー
」

の
中

の
フ

ァ
ヴ

ァ
ー

ル

(
注
ー

ヨ
母
す

勾
僧
く
9
答

(嵩
卜。刈
～
ド
ミ
b。
)

イ
タ
リ

ア
歌
劇

の
歌

い
手
)

の
優

雅

さ

で
あ

る
。

彼

の
女
神

の
優
雅
さ

は
ラ

・
デ

シ
ャ

ン

(冨

U
①
。゚。冨

ヨ
O
ρ

グ
リ

ム
注
ー

最
も
厳

格

な
贈

罪

の
中

に
先

年
死

ん
だ
娼
婦
。

注
ー

ラ

.
デ

シ

ャ
ン
は

デ

ィ
ド

ロ
に
よ

っ
て
し
ば

し
ば

引
用

さ
れ
た
。
)

の
借

り
も

の
で

あ

る
。

私
は
あ

な
た

が
彼

の
風
景

画

の
草

の

た
だ

一
本

の
芽
生

え
を
も
あ
ら

ゆ
る

風
景

の
中

に
発
見
す

る

こ

と
を
疑

し
く

思
う
。

(後

略
)
L

(×
噛
,

トの
α
ρ

嵩
①
0
)

ブ
ー

シ
ェ
の
牧
歌
的
田
園
画
は
、
当
時
の
類
似
の
田
園
風
景
に
人
物
を
組
合
わ
せ
た
画
面
の
中
で
も
独
自

の
構
成
-

樹
木
、
小
さ
な
流
れ
や
廃
虚
、
草

や
野
の
花
を

背
景
に
あ
し
ら
い
、
宮
廷
の
男
女
と
思
わ
れ
る
着
飾

っ
た
人
物

が
、
羊
飼
に
見
立
て
ら
れ
て
描
き

こ
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ブ
ラ
ン
織
の
下
絵
や
陶
器
の
図
案
に
し

て
も
通
用
す
る
よ
う
な
、
か
な
り
装
飾
的
な
画
面
で
あ
る
。
現
実
の
羊
飼
は
決
し
て
美
し
く
着
飾
り
、
昼
寝
を
し
た
り
戯
れ
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
神

話
的
主
題
の
画
面
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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「
し
か

し
神
話

の
人
物

た
ち

は
、

わ
れ
わ

れ
と
異

っ
た
足

や
手
を
も

っ
て

い
る
の
か
?
」

(y【"
]℃
°
N
O
c◎
u

戸
刈
①
α
)

し

か
も
主

題
と
描
写

対
象

に
ギ

ャ

ッ
プ

が
あ

る
だ
け

で

な
く
、
対

象

の
描
写

法
そ

の
も

の
に
欠
陥

が
あ

る

と
デ

ィ
ド

ロ
は
言
う
。

そ

の
表
現

は
か

な
り
厳

し

い
。

「
…

…
互

に

つ
み
重

っ
た
対
象

の
暖
昧

さ

は
、
極

め

て
所
を
得

て
お

ら
ず
、

非
常

に
不
均
合

で
道

化

の
夢

し

か
感
じ

て
い
な

い
人
物

の
タ
ブ

ロ
ー

で
あ

る
。
次

の
句

は
彼

に

つ
い
て
書

か
れ

た
も

の
だ
。

病
人

の
夢

の
よ
う

に
、

諸
観
念

は

頭
も
足
も

な
く
、

ユ
ニ
ー

ク
な
タ

イ
プ

に
結
び

つ
か

な

い
ほ

ど
非

常

に
支
離

滅
裂

に
想

像

さ
れ
る
。

ホ
ラ

テ

ィ
ウ

ス
。
」

(×
u,

さの
0
ρ

ド
刈
①
㎝
)

ブ

ー

シ

ェ
の
パ
ト

ロ
ン
で
あ

っ
た
ポ

ン
パ

ド
ー

ル
夫
人

の
死
が

一
七
六

四
年

で
あ
り
、
ブ

ー

シ

ェ
が
王

立

ア
カ

デ
ミ

ー

の
会

長

に
な

っ
た
の
が

一
七
六

五
年

で
あ

り
、

王
立

ア
カ

デ
ミ
ー

の
会

長
は
も

は

や
そ
れ

ほ
ど

の
権
力

を

も
た

な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
を
考

慮

に
入

れ
て

も
、

一
七
六
五
年

以
後

の
デ

ィ
ド

ロ
の
ブ

ー

シ

ェ
評
は

た

い

へ

ん

に
厳

し

い
と

い

っ
て
よ

い
。

主
題

と
描
写

対
象

の
不
適

合

に
加

え

て
、

描
写

そ

の
も

の
が
下

手
だ

と
き

め

つ
け

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

そ

の
点

に

つ

い
て
次

に
色
彩

と
構

図

の
上

か
ら
考
察

し

て
み
よ
う
。

四

主

題
と
描
写

対
象

の

イ
メ
ー

ジ
が
不
均
合

で
あ

る
と

い

う
デ

ィ
ド

ロ
の
ブ

ー

シ

ェ
批

評
は
、

必
然

的

に
対

象
描

写
そ

の
も

の
の
欠
陥
と
称
す

る
も

の
に
及
ん
だ
。

そ

の

点

に

つ
い
て
さ
ら

に
色
彩

と
構

図

と

い
う

面

か
ら
検
討

し

て
み

た

い
。
す

で
に
み
た

よ
う

に

一
七
五

九
年

の
サ

ロ
ン
批
評

に
お

い
て
、
デ

ィ
ド

ロ
は
ブ

ー

シ

ェ
の
色

彩

を

認

め

て
い
な
か

っ
た
。

「
そ
の
色
彩

は
偽

で
あ

る
」

と
述

べ
て

い
る
。

「
聖
母

は
輝

き
す
ぎ

、

幼

い
イ

エ
ス
は

バ
ラ
色

に
す
ぎ
」

る

こ
と
が
、

現
実

と

は

こ
と
な

っ
た

「
偽
」

を
示

し

て
い
る

の
で
あ

る
。

デ

ィ
ド

ロ
の
こ
の
態

度
は
終

始

一
貫

し

て
お
り
、

一
七
六

三
年

の
サ

白

ン
批

評

で
は

次

の
よ
う
な
言
葉

が
み
ら

れ

る
。

「
…

…
し
か

し
色
彩

は
?
色
彩

に

つ
い
て
は
、
あ

な

た
が

ニ
ト

ロ
に

よ
る
銅

の
爆

発
む

し
ろ
突
然

燃

焼

を
お

こ
し

て
、
化
学

者

に
整

理
を
さ

せ
な

さ

い
。

そ
う
す

れ

ば

あ

な
た
は

そ

こ
に
ブ

ー

シ

ェ
の
タ
ブ

ロ
ー

の
中

に
あ

る
よ
う
な
も

の
を

み

る
だ

ろ
う
。

そ
れ
は

リ

モ
ー
ジ

ュ
の
美

し

い
七
宝

の
よ
う

だ
。

も
し

あ

な
た
が
ブ

ー

シ

ェ

に
次

の
よ
う

に
言

う

な
ら
、

『ブ

ー

シ

ェ
氏
よ
、
あ

な

た
は
こ

の
色
彩

の
調
子
を

ど

こ
か

ら
と
り

ま
し

た
か
9
.」
す

る
と
彼

は
あ

な
た
に
答

え

る
だ

ろ
う
。

「
私

の
頭

の
中

で
す

。
』

『
し
か

し
そ
れ

は
ま
ち

が

っ
て

い
る

。
』

『
そ
れ
は

そ
う
か

も
し

れ
な

い
が
、

私
は
真

実

で
あ

る
か
ど

う
か
気

に
し

な
い
。

私
は

ロ

マ
ン
テ

ィ

ッ
ク
な
筆

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー

シ
ェ
批
評

一一一一43一



デ
ィ
ド

ロ
の
プ
ー
シ
ェ
批
評

で
神

話
的

な
出
来
事

を
描
く

の
で
す
。
』

(後

略
)
L

(×
も
゜
ド
β
～
N
リ

ミ
O
ω
)

つ
ま
り

デ

ィ
ド

ロ
は
、
ブ

ー

シ

ェ
の
描
く
色

彩
が
自

然

か
ら

と
ら

れ
た
も

の
で
は
な

く
、

頭

の
中

で

つ
く
り
出

さ
れ

た
も

の
で
あ

る

こ
と
に
か

ん
し

て
、

最
も
強

く
批

判

し

て

い
る

こ
と

に
な
る
。

「
こ
の
人
は

イ
タ
リ

ア
か
ら
帰

っ
て
き
た
ば

か
り

の
と

き
、

た

い

へ
ん
よ

い
作

品
を
描

い
て

い
た
。

彼

は
強

い
真

実

の
色

彩
を
も

っ
て

い
た
。

(後
略

)
」

(メ

,

嵩
b。

～
ρ

嵩
O
ω
)

し
か
し

そ

の
真
実

の
色
彩

が
失
わ

れ
て
、
今

は
頭

の
中

で
色
彩

を
組

立

て
る

よ
う

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
と

デ

ィ
ド

ロ
は
述

べ
て
い
る

の
で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は

デ

ィ
ド

ロ
が
、
彼

の

「
絵
画

に
か

ん
す
る

エ
ッ
セ
ー

(国
ωω
巴

。。震

冨

需
凶艮
ξ
ρ

嵩
①
α
)
」

の

「
第

二
章
色

彩

に
か

ん
す

る
私
見
」

の
中

で
取
扱

っ
て
い
る

こ
と
と

一
致
す

る
。

「
友

よ
、

ア
ト
リ

エ
の
中

に
行

っ
て
芸
術
家

が
仕
事

を
す

る
の
を
熟
視

し
な

さ

い
。

も

し
あ
な

た
が

そ

の
パ

レ

ッ
ト

の
周

囲
に
、
色

調
や
淡

い
色
調

が
全
く

シ
ン
メ

ト

リ

ッ
ク
に
整

理
さ
れ

て
い
る

の
を
見

出
し
、

し
ば

ら

く

の
間

の
仕

事

で
も

こ
の
全
体

の
順

序
が
取

り

ち

が
え
ら
れ

な

い
な

ら
ば

、

そ

の
芸
術

家
は
冷

た
く
て
少

し
も

値
打

の
あ

る
こ
と

を
し
な

い
と
い
う

こ
と
を
大
担

に
言

っ
て
よ

い
。

(中
略

)
色
彩

の
生

々
と
し
た

サ

ン
チ

マ
ン
を
持

っ
て
い
る
人
は
、

そ

の
画
布

の
上

に
吸
付

け
ら

一

れ

る
よ
う

な
眼
を

し
て

い
る
。

そ

の
口
は
半

ば

ひ
ら

い

て

い
る
。
彼

は
息
を

は
ず
ま

せ
て

い
る
。
彼

の
パ

レ

ッ
ト
は

カ
オ

ス
の
イ
メ
ー

ジ
だ
。

彼

が
そ

の
筆

を

つ
け
る

}

の
は
、

そ

の
カ
オ

ス
の
中

に
で
あ
る
。

そ
し

て
彼

は

そ

こ
か
ら
創
造

者

の
作

品
を

つ
く

る
。

そ
し

て
鳥

や

そ
の
羽
毛
全
体

が

つ
く

り
だ
す

色
調
、

ま
た
花

や
そ

の
花

の

ビ

ロ
ー

ド

の
よ
う

な
色
、
木

々
や
そ

の
種

々
の
緑
、

空

の
青

さ

や
そ
れ
ら
を

曇
ら

せ
て

い
る
水
蒸

気
、

そ
し

て
動
物

た
ち
や
長

い
毛
、

そ
れ
ら

の
皮

の
さ
ま
ざ

ま

の
斑

点
、

そ
れ
ら

の
眼

に
映
る
火
を
。
彼

は
身

を
起
し

は
な
れ

て
そ

の
作

品
に
視
線

を
投
げ

る
。
彼

は
ま

た
坐

る
。

そ
し

て
君

は
肉
体

や
羅
紗

や

ビ

ロ
ー
ド
や
綾
織

布

や
タ

フ
タ
や

モ

ス
リ

ン
や
亜
麻

布

や
厚

い
リ

ン
ネ

ル
や
目

の
荒

い
布

や
が

誕
生
し

た

の
を
見

に
行
く
。

あ

な

た
は
木

か
ら
落

ち
た
黄
色
く

熟
れ

た
梨

や
葡
萄

の
樹

に
下

っ
て

い
る
新

鮮

な
実
を
み

る
だ
ろ
う

。」

(メ

P

合

。゚
～
9

国
ωω
巴

ω=
二

僧
冨

剛三
霞
Φ
)

デ

ィ
ド

ロ
は

カ
ラ
リ

ス
ト
と
し

て

シ

ャ
ル
ダ

ン
な

ど
を

高
く
評
価

し
、

ブ

ー

シ

ェ
の
よ
う

に
頭

の
中

で

組

立

て
た
色
彩
を
使

用
す

る

画
家

を
偽

の
画
家
と

し

て
排

し

た

。

デ

ィ
ド

ロ
の
理
想

と
す

る
色

彩
は
、

そ
こ

に
あ

る
現
実

の
生

々
と

し
た
色

調
が
、
画

面

に
浮
び

上

っ
て
さ

ま
ざ

ま

の
対
象

物

の
質

の
相
異

を

明
瞭

に
示
す

よ
う

な
も

の

で
な
け
れ
ば

な
ら
ず

、
ど

こ
ま
で
も
自
然

の
実
在

か
ら

と
ら
れ

た
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

構

図

に

つ
い
て
は
次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。



「
画
面

の
上
に
隣
り
合

い
に
諸
対
象
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
、
ま
た
そ
れ
ら
を
秘
密
の
気
づ
か
な
い
ー

神
の
思
召
の
よ
う
な
ー

糸

で
つ
な
ぐ
繊
細
な
華
奢
な
類
比
、

そ
れ
が
何

で
あ

る
か
を
彼

は
知
ら

な

い
。
す

べ
て
の
彼

の
構
図

は
、
眼

に
た

い
し

て
耐

え
ら

れ
な

い
騒

が
し

さ
を

つ
く
る
。

そ

の
構

図

は
私
が

知

っ
て

い
る
う
ち

で
沈

黙

に
た

い
す

る
最
も

不
倶

戴
天

の
敵

で
あ

る
。」

(×
も

』

0
メ

嵩
①
0
)

デ

ィ
ド

ロ
に
と

っ
て
は
ブ

ー

シ

ェ
の
画
面

の
構
図

は
、

さ
ま
ざ

ま
な
も

の
が
描

き
加

え
ら

れ

て

い
て
、

い
た
ず

ら

に
さ
わ

が
し

い
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。
尤

も
と

き
に

は

そ

の
よ
う

な
構
図

に

つ
い
て

「
彼

の
構

図

の
い
か

な
る
部

分
に
も
、
他

か
ら

区
別

し

て
あ

な
た
を
喜
ば

せ
な

い
よ
う

な

も

の
は
何

も
な

い
。」

()(噂
℃
°
H
H
N
噂
H
刈
①
H
)

と
述

べ
て

い
る
が
、

こ

の
よ
う
な
説

明
は
、
ブ

ー

シ

ェ
の
構

図

の
さ
わ
が

し
さ

が
、
迎
合
的

に
描

写
対
象

を
画
面

に
増

加
し

て

い
る
に
す

ぎ
な

い

こ
と

を
示
唆

す
る

も

の

と

い

っ
て

よ

い
で
あ

ろ
う
。

主
題
、
描

写
対
象

、
色

彩
、

構

図

の
よ
う
な
画

面

の
諸
要
素

は
、

さ
ら

に
そ

れ
ら

を
ま

と
め
、
創

り
出
す

画

家

の
理

念
-

想
像

力
-

人

間
と

い

っ
た
問

題

に
関

連
す

る
。

そ

の
点

に

つ
い
て
次

に

考

察
し

た

い
。

五

デ

ィ
ド

ロ
は
ブ

ー

シ

ェ
に
た

い
し

一
七

五
九
年

の
最
初

の
サ

ロ
ン
批
評

で
は
、

「
と
き
ど

き
あ
な

た
が

私

の
と

こ
ろ

へ
や

っ
て
く

る

な

ら
、

私

は
あ
な

た

の
悪

口
を
言

う
だ

ろ
う
。

し
か
し
あ

な

た
は

そ
れ
を
き

く

と
よ

い

の
だ

が
。」

(メ

,

H8

"

H
δ
㊤
)

と
多
少

は
寛
大

な
様

子
を
み

せ

て
い
る
が
、

一
七
六

一
年

の
第

二
回

め

の
サ

ロ
ン
批
評

で
は
、

「
何

と

い
う
色
彩

!

何

と

い
う

多
様

さ
!

何

と

い
う
対
象

と
観

念

の
豊
富

さ

!

こ
の
人
は
何

で
も
持

っ
て

い
る
。
真

実
を

除

い
て
は

。」

(
×
ら

=
N

旨
曾

)

と
か
な
り
厳

し

く
な

っ
て

い
る
。

さ
ら

に

「
…
…
彼

は
社
交

界

の
人

々
と
芸

術
家
と

い
う

二
種

類

の
人

々
に
頭

を
回
ら

し

た
。
彼

の
優

雅

さ
と

気
ど

り
、

ロ

マ
ネ

ス
ク
な
優

美

さ
、
彼

の

コ
ケ

ッ
ト
リ
ー

、
彼

の
趣
味
、
彼

の
く

つ
ろ
ぎ
、
彼

の
真

実
、
彼

の
輝
か

し

さ
、
彼

の
粉

飾
を

施
し

た
人
体

の
肌
色

の
描
写

、
彼

の
放
堵

さ
は
、

つ
ま
ら

な

い
画
家

た
ち

や

つ
ま
ら
な

い
女

た
ち
、

若

い
人

た
ち

や
社

交
界

の
人

た
ち

、

真

の
趣
味

や
真

実

や
正
し

い
理
念

や

芸

術

の
厳

し

さ

に

不
馴

れ
な

人

々
を

魅

き

つ
け
ず

に
は

お
か
な

い
。

(
後
略
)
」

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ

ェ
批
評

一45一



デ

ィ

ド

ロ

の

ブ

ー

シ

ェ
批

評

(
×
嘘
O
°
H
戸
ω
℃

H
、N
①
H
)

と
し
て
ブ

ー

シ

ェ
の
作
品

の
も

つ
世

界
は
、
社

交
界

の
人

々
や
芸
術

を
理
解

し
な

い
人

々
に
と

っ
て
も

て

は
や
さ
れ

る
も

の
で
あ
る

こ
と
を
指

適
し

て

い
る
。

デ

ィ
ド

ロ

に
ょ
れ
ば

「
偉
大

な
趣
味
を

も

っ
た

人

々
や
、
厳

し

い
古

代
美

術
を

理
解
す

る
よ
う

な
人

々
」

(×
り
,

目

ρ

嵩
O
H
)

と
、

こ

の
よ
う

な
ブ

ー

シ

ェ
の
作

品
を
理

解
す
る

人

々
と

は
別

も

の

で
あ
る
。

ス
テ
イ
　

ル

「
そ
れ
ら
は

私
に
は

そ
う
思
え

る

の
だ

が
、

同

じ
想

像
力

、
同

じ
趣
味
、
同

じ
作

風
、
同

じ
色
調

で
あ

る
。

ブ

ー

シ

ェ
は
人
が
彼

に
あ

る
も

の
の
製
作

を
依

頼
す
る

な
ら
、

た
だ
ち

に
人
が

そ
れ
を
認

め
る
よ

う
な
絵
画

作

品

を
示
す
方

法
を
も

っ
て

い
る
。
」

(Uめ
口
゜
ド
H
ω
堕
ド
、NO
H
)

と
デ

ィ
ド

ロ
は
説

明
す

る
。

一
人

の
画

家

が
、

自

分

の
製
作

方
法
を

も
ち
、
自

分

の
作

風

を
も
ち
、

一
見
し

て
そ
れ

と
判
明
す

る
画
面

を

つ
く
り
出
す
能
力

を
も

っ
て

い
る
こ
と

は
決

し

て
悪
い

こ
と
で
は
な

い
。

む

し
ろ
望

ま

し

い

こ
と

で
あ
り
、

デ

ィ
ド

ロ
以
後

に
も
絵
画

史
上

の
多

く

の
作

家

た
ち
が

そ
れ
を

目
ざ

し
さ

え
し

た
。

し
か

し

こ
こ

で
デ

ィ
ド

ロ
が
述

べ
よ
う

と
し

た

の
は
そ

の
よ
う

な

こ
と

で
は

な

い
。
ブ

ー

シ

ェ
の
画
面

が
あ

る

一
つ
の
固
定

し
た
方
法

の
も

と
に
、

進
歩

も
発
展
も

な
く
無
期

限

に
産

出
さ

れ
る

こ
と
に
デ

ィ
ド

ロ
は
真

の
芸
術

と
称

し

が
た

い
面
を

み
た

の
で
あ
る
。

そ
れ

は
も
は

や

画
家

の
生
命
か

ら
出
た

も

の
で
は
な
く
、
画

家

の
た

ん
な

る
技

術
か
ら

生
れ

た
も

の
に
す
ぎ

な
い
。

「
こ

の
作
家

は
、
常

に
ま
れ

な
才
能

を
堕
落

さ

せ
る

よ
う

な
霊
感
、
安

易
さ
、

魔
力
、

そ
し

て
欠
点

を
も

っ
て

い
る
。」

(×
旧
℃
°
ド
、N
H

層
H
、N①
QQ
)

「
何

と

い
う
才
能

の
濫

用

!

ど
れ

ほ
ど

の
時

間

の

浪
費

!
」

(×
"
"
°
H
刈
トこ
゜

H
刈
①
Q◎
)

「
私
は

こ

の
人

の
こ
と
を
ど
う

い

っ
て
よ

い
か
わ

か
ら

な

い
。

趣
味

と
色
彩
と
構

図

と
品
性

と
表
現

と
デ

ッ
サ

ン
の
堕
落

は
、

一
歩

々
々
道
徳

の
堕
落
を
追

う
。
あ

な
た
は

こ
の
芸

術
家
が
画

布

の
上

に
何

を

な
げ

つ
け

る

こ
と
を
望

む
か
?

彼
が

想
像

力

の
中

に
も

っ
て
い
る
と

こ
ろ

の
も

の
を

望
む

で
あ
ろ
う
。

し
か
し

極

め

て

低

い
階

級

の
娼

婦

(筆

者

注
、

宮
廷
婦

人
の

こ
と
)

と
と
も

に
そ

の
生
活

を
送

っ
て
い
る
よ
う

な
人

が
想
像

力

の
中

に
何

を
も

つ
こ
と

が

で
き

る
で
あ
ろ
う

か
?
」

(
×
u
O
°
碁0
0
0
噛

H
刈
①
q
)

「
友

よ
、

彼

が
国
王

の
首
席

画
家

と
名
付

け
ら

れ
た

の
は
、
ブ

ー

シ

ェ
が
芸
術
家

で
あ

る

こ
と

を
や

め
た
瞬

間

に
お

い
て
で
あ

る
。」

(×
"
℃
°
N
α
刈
u
H
刈
O
α
)

「
し

か
し
彼

は
馬

鹿

で
は
な

い
。
彼

は
み

せ
か
け

の
よ

い
画

家
だ

。
(
中
略

)
彼
は

芸
術

に

つ
い
て

の
思
想

を
も

っ
て

い
な

い
。
彼

は
芸
術

に

つ
い
て
奇

想
(O
o
コ
8
巳

)

し

か
も

っ
て

い
な

い
。」

(×
鳩
O
°
bの
O
o◎
脚
ド
刈
①
α
)
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こ
の
よ
う

に
し

て
長

々
と

つ
づ

く
デ

ィ
ド

ロ
の
批

難

は

、
遂

に
決
定
的
場

面

を
迎

え
る
。

一
七
六

五

年

の
最
初

の
二
枚

の
田

園
画

の

二
枚

め

の
書
出

し

に
お

い
て

で
あ

る
。

「
友

よ
、

私

の
無
遠
慮

な

趣
味

が
、

こ
の
絵

画

に
た

い
し

て
は

よ
り
寛

大
に

な
る
だ
ろ
う

と
信

じ

る

の
か
?

決

し

て
そ

の
よ
う

な

こ
と
は
な

い
。

私

の
趣
味

が
私

の
内

で
叫

ぶ

の
が
聞

え
る
。

『
サ

ロ
ン
か
ら

出

て
行

け

、

サ

ロ
ン
か
ら
出

て
行

け
』

と
。

私
は

『
も

っ
と
優

し
く
、

も

っ
と
優
し
く

』
と

い
う

シ

ャ

ル
ダ

ン
の
教
訓

を

繰
り

返
し

た

が
、

駄
目

だ

っ
た
。

私

の
趣
味

は
く

や
し

が

っ
て
、

よ
り
大

き

い
声

で

『
サ

ロ
ン
か
ら

出

て
行

け
』

と
叫

ぶ
。」

(×
u
,

N
①
炉

嵩
①
0
)

冷
静

な

デ

ィ
ド

ロ
に
し
て

は
珍
し
く

感
情
的

な
表
現

さ

え

み
ら
れ

る
。

そ
し

て

一
七
七
〇
年

の
ブ

ー

シ

ェ
の
死

の
年

に
、
ブ

ー

シ

ェ
の
死
後

に
執

筆
・し
た

一
七
六

九
年

の
サ

ロ
ン
批

評

で
は
、
ブ

ー

シ

ェ
が
年

を
と

っ
て
も
少

し

も

老
人
ら

し
く

な

い
こ
と
に
驚
き
、

そ

れ
に

つ
い
て
ま

た
批

難

を
加

え
て

い
る
。

(×
鴇
O
°
ω
Q◎
刈
り
H
刈
①
㊤
)

十

七
世
紀

に

ル
イ
十

四
世

の
絶
対

王
制

の
も

と

で
ヴ

ェ
ル
サ

イ

ユ
宮
殿
を

中

心
に
、
か

な
り
古
典
的

な
厳

格

な
趣
味
を

守

っ
て
き
た

フ
ラ

ン
ス

の
宮

廷
や
貴

族
は
、

十

八
世

紀

の

レ
ジ

ャ

ン
ス
時
代

を
迎

え
て
開
放

的

に
な
り
、

芸

術

に
た

い
し

て
も

ル
イ
十

四
世

を
中

心
に

楽

し
む

方
向
か
ら

、
個

々
の
宮

廷
人
や
貴

族

が
亨
受

す
る
方

向

へ

と
変

化
し

て
行

っ
た
。

フ
ラ

ン
ス
全

体
か
ら

み
れ
ば

数
少

い
宮
廷

人

や
貴

族

た
ち

で
あ

っ
て
も
、
十

七

世

紀

に
比

べ
れ
ば

お
ど

ろ
く

ほ
ど

の
鑑
賞

人

口

の
増

加
は
、

芸
術

の
質

に
も

影
響

を
与

え
た
。

ブ

ー

シ

ェ
の
よ
う

な
甘

い
手

軽

な
美

の
流
行

は
、
十

八
世

紀

の

フ
ラ

ン
ス

に
と

っ
て
必
然

的
な
も

の
で
あ

っ
た
。

し
か
し

な
が

ら

デ

ィ
ド

ロ
は
芸
術

の
こ

の
よ

う
な
当
世

風

の
流
行

を
認
め

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

鑑

賞
人

口

の
増
加

は
、

デ

ィ
ド

ロ
に
と

っ
て
望

ま
し

い
こ
と
で
あ

っ

た

か
も

し
れ
な

い
が
、

宮
廷

人

の
享

楽
的

な
生
活

の
中

で

の
量

の
拡

大
は
、

デ

ィ
ド

ロ
の
好

む
方
向

で

は

な
か

っ
た
の

で
あ

る
。

デ

ィ
ド

ロ
の
サ

ロ
ン
の
抜

粋
阪

の
解

説

者

ド

ス
ネ
は
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

「
二
〇
〇

〇

の
作

品

を
カ

タ

ロ
グ

に

の
こ
し

て
い
る

こ
の
画
家

令
フ
ー

シ

ェ
)

が
、
現

実
を
観
察

す

る

の
に
時
を
費
す

よ
り

も
、

そ
の
想

像
力

を

よ
り
以

上

に
信

頼

す

る
の
は
当

然

で
あ

る
。

従

っ
て
ブ

ー

シ

ェ
は
日
没

や

日

の
出
を

描

い
た
。
し

か
し
デ

ィ
ド

ロ
に
親

し

い
画

家

達
す

な
わ
ち

ロ
ラ

ン
や
ヴ

ェ
ル
ネ

の
霊
感

を
発
見

し
よ

う

と
思
う
訪

問
者

は
、
す

み

や
か

に
失

望
す

る

で
あ

ろ

う
。
何

故

な
ら
ブ

ー
シ

ェ
の

『太

陽
』
は
、

ア

ム
ー

ル
や

ニ
ン
フ
た

ち
に
と
り

か

こ
ま

れ
た
優

し

い
ア
ポ

ロ
ン

で
し

か
な

い
か

ら
。

ブ

ー

シ

ェ
の

『自

然
』

は
、
神

秘

的

な

ア
レ
ゴ

リ

ー

や
反
自

然

の
勝

利

に
捧
げ

ら

れ
た
。

画
家

の

こ
の
面

は
、
デ

ィ
ド

ロ
の
批
判

を

の
が
れ

な
か

っ
た
。

ブ

ー

シ

ェ
の
官

能
性

は

デ

ィ
ド

ロ
の
攻
撃

の
本
質
的

な

対
象

で
あ

る
。

デ

ィ
ド

ロ
は

ブ

ー

シ

ェ
に

お

い
て

放
蕩

の
ア

カ
デ
ミ
ズ

ム
を

非

難
し

た
。」

(
U
①
ω

o
這
。゚ω
同ρ
二
①
。゚
身

0
2
旦
ρ

∪
同畠
臼
9
ひ

o
ω
ω
巴
8

ρ

零

ひ
貯
∩①

9

8
∋
∋
①
三
巴
お
ω
B

「
閃
o
冨
a

U
①
ω
募
噛
o
°
ω
b。)

デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評
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デ
ィ
ド
ロ
の
ブ
ー
シ
ェ
批
評

ド

ス
ネ

の
こ

の
意
見

は
、

か
な
り

公
平

に
デ

ィ
ド

ロ
と

ブ

ー

シ

ェ
の
立
場

を
語

っ
て
い
る
。
時

代

の
需

要

の
浪

に
乗

っ
た
画
家

と
、

厳
密
な

立
場
か

ら
芸
術
を

問
題

に

す

る
批

評
家

の
間

に
は
、

越
え
難

い
不

一
致

が
生
じ

た
。

そ
し

て
批
評
家

の
意
見

も
ま
た
次
第

に
時
代

の

浪

に
乗
り

は
じ

め
る
。
わ

れ
わ
れ
は

そ

こ
に
十

八
世
紀

ロ

コ
コ

芸

術

の
宿
命

を
み

る
の
で
あ
る
。

i
!、

 

サ

ル
ト

ル
は

フ
ラ

ン
ス
の
十

七
世

紀

に
お

い
て
は
、

絶

対

王
制

の
も

と
で

イ
デ
オ

ロ
ジ

ー
と
宗

教

と
思

想
と
芸
術

が
、
矛

盾
す

る

こ
と
な
く
共

存
し
、

作
家

に
は
ド
グ

マ
の
守

り
手

と
し

て
よ
り
、
中

傷
者

で
な

い

こ
と
だ
け

が

要
求

さ
れ
た
。
制

作
者

と
鑑
賞
者

の
間

に
は
、

一
般
化

と

ま

で
は

い
か
な

い
が
世
俗
化

が
お

こ
な
わ
れ
、

奇
妙

な
共

犯
関
係

が
成

立
し

た
。

そ

の
こ
ろ
新
し
く

出
現
し

た

主
と

し
て
文
学

の
作

家

た
ち
も
、
宗
教

的
政
治

的

イ
デ
オ

ロ
ジ
ー

を
受

け
容

れ
、
暗
黙

の
う
ち

に
そ
れ
ら

を
適

用

し

て
い
た
と
述

べ
て
い
る
。

し
か

し
な
が

ら
十

八
世

紀

に
お

い

て
は
、
作
家

(
と
く
に
文
学
者

や
哲
学

者
)

が
指
導
階

級

の
イ
デ

オ

ロ
ジ
ー

を
拒

絶
し
、

し
か
も

拒
否

し

な
が
ら
作
家

は
分
裂
し

矛
盾
す

る

二
つ
の
読

者
層
を

満

足

さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら

な
く
な

っ
た

(旨
も

゜

o。
輿
富

旧
Q。
冒

9
二
〇
コ
ρ

写

ド

～
H
O
)

の

で
あ
る
。

デ

ィ
ド

ロ
は
、

ブ

ー

シ

ェ
を
拒
絶

し
た
が
、

ブ

ー

シ

ェ
的
な
も

の
の
す

べ
て
を
否
定

し
た
わ
け

で
は
な

い
。
ブ

ー

シ

ェ
の
中

で
も
許

容

で
き

る
も

の
、

さ
ら
に
ブ

ー

シ

ェ
を
超
え
、
ブ

ー

シ

ェ
を
凌

ぐ
優
美

に

つ
い
て
は
充

分
に

認

め
た

の
で
あ

る
。

「
…

・:
す

べ
て
同
じ

よ
う

に
描

き

こ
ま

れ
た
あ
ら

ゆ

る
部

分

の
間

で
は
、

眼

は
立
ち

ど
ま
る
場
所

す

な
わ
ち

空

間

の
ゆ
と

り
や

休
息

の
余
地

を
知
ら

な

い
。

(中

略
)

人

は
描
く

と
き
、
す

べ
て
を
描

か
な

け
れ
ば
な

ら

な

い
か
?

優

美

に
か
ん

し
て
言
え
ば
、
何

か

の
も

の
を
私

の
想

像
力

に
よ

っ
て
補

わ

せ
て
ほ
し

い
。
」

(
〆
戸

困鳶
》

嵩
①
ω
)

「
私
は

こ
の
人
が
優
美

と
は
何

で
あ
る
か

を
真
に
知

ら
な

い
と
あ
え

て
い
う
。
私

は
彼
が
真
実

を
知

ら

な
い
と
あ

え
て

い
う
。

私

は
繊
細

さ

や
素
直

さ
や
無

邪
気
さ

や
単
純

さ
の
観

念
が
、
彼

に
お

い
て
は
ほ
と

ん
ど
無
縁

の
も

の
に
な

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
を
あ

え
て

い
う
。

私
は
彼

が
自
然
を

一
瞬
と

い
え
ど
も

見

て
い
な

い
、
少

く

と
も
私

の
魂

や
あ
な

た
の
魂
に

関
係

す

る

で
あ
ろ
う

よ
う

に

つ
く
ら
れ

た
自

然
、
全

く
生
れ
た

て
の

子
供

に
よ

っ
て
見

ら
れ

た
自
然

や
、

感
受
性

の
あ
る
女
性

に
よ

っ
て
み
ら
れ
た
自

然
を

一
瞬

と

い
え
ど
も
み

な
か

っ
た

と

い
う

こ
と
を
あ
え

て

い
う
。

(中

略
)

厳
し

い
芸
術

の
た
め

に
は
、
見

せ
か
け
、

わ
ず

か

の
見
せ
か
け

、
気

ど
り
、

気
位

の
高

さ
が
あ
り
す

ぎ

る
。

そ
れ

は

い
く
ら

私
に
裸

の
姿

を
み
せ

て
も
駄
目

だ
。」

(×
り
O
°
N
O
①
～
刈
鴇

H
刈
0
0
)
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こ
の
よ
う

に
デ

ィ
ド

ロ
は
、
ブ

ー

シ

ェ
の
世
界

が
真

実

の
優

美

か
ら
は

な
お
遠

い

こ
と

を
説

い
て

い

る
。
ブ

ー

シ

ェ
は
丸

顔

で
小
柄

な
、
手

足

の
先

の
細

い
美

人
を
描

く
。
ブ

ー

シ

ェ
夫

人
が

モ
デ

ル
で
あ

っ
た
と

伝
え

ら
れ

て

い
る
が
、

た
と

え
ば

ポ

ン
パ
ド
ー

ル
夫

人

の
肖

像
画

を
描
く
と

き
に
も

、
ポ

ン
パ

ド
ー

ル
夫

人

の
姿
態

は
、

ラ

・
ト

ゥ
ー

ル
が
ポ

ン
パ
ド

ー

ル
夫

入
を
描

い
た
と

き
と
は

異

っ
て
、
ブ

ー

シ

ェ
好
み

の
ラ

・
ト

ゥ
ー

ル
よ
り
も

や
や

丸
顔

の

小

柄
な
手

足

の

細

い
姿

で

描

か

れ
て

い
る

(図
版

H
)
。

デ

ィ
ド

ロ
に

よ
れ
ば
真

実
を
み

て
い
な

い
こ

と
に
な

る

で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
真

の
優
美

か

ら
も
は

な
れ

て
い
る

こ
と
に

な
る
。

た
し

か
に
ブ

ー

シ

ェ
の
世

界

は
、

デ

ィ
ド

ロ
の
述

べ
て
い
る

よ
う

な
意
味

に
お

い
て
、

現

実
か

ら
遊
離

し
て
お
り

、
あ

る
面

で
は
観

念
的

で
あ
り
、

頭

の
中

で
組
立

て
ら
れ

た
も

の
で
あ
る
。

題
材

も

神
話

画
や
歴
史

画

が
多

い
。

し
か
し

な
が
ら

初
期

の

「
水

浴
を
終

え
て
憩
う

デ

ィ
ア
ナ
」

(
一
七
四

二
年

)
な

ど
は
、

そ
れ
な

り

に
見
事

な
美

し

さ
を
示

し

て
お
り
、
十

八
世

紀

ロ
コ
コ
を
代
表

す

る
作
品

と

い

っ
て
よ

い
で
あ
ろ

う
。

し

か
し
多

く

の
ブ

ー

シ

ェ
の
作

品

の
中

に
は
、

堕
落
し
、

マ
ン
ネ
リ

ズ

ム
に
陥

っ
て

い
る
と

い
わ
れ

て
も

仕
方

の
な

い
も

の
も
あ

る
。

ワ

ッ
ト
ー

の
も

っ
て

い
た
あ

る
種

の
詩
情

や
、

華

や
か

な
が
ら
現

実

の
土

や
草

の
香
り

の
す

る
よ
う

な

味

わ

い
に
は

欠

け

て
い
る

で
あ

ろ

う
。

だ
が

ワ

ッ
ト
i
、

ル
モ
ワ
ー

ヌ
に

つ
づ

き
、
十

八
世

紀
が
燗

熟
し

て
行
く
時
代

に
当

っ
て
、
ブ

ー

シ

ェ
の
優
美

の
世
界

か
ら
土

や
草

の
香

り

が
消

え
、
観

念
的

な
田

園

や
箱
庭

の
よ
う

な
牧

歌

的
風
景

が
展
開

し
た

の
は
必
然

的
な

こ
と
と
言

わ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
そ
れ

を

そ
の
ま
ま
容

認
し

な
か

っ
た

デ

ィ
ド

ロ
の

意
見

も
、
十

八
世

紀
に
と

っ
て
は
必
然
的

な

こ
と
が
ら
だ

っ
た
の

で
あ

る
。

グ
ラ
　

ス

大
西
克
礼
氏
が

「
i

ま
た
仏
蘭
西
十
八
世
紀

の
美
学
は
、
当
時
の

「
美
的
意
識
」
や

「
芸
術
様
式
」
の
方
向
に
従

っ
て
、

「
優
娩
」
の
美
学
的
研
究
を
も

っ
と
発
達

せ
し

む

べ
き

で
あ

っ
た
か

も
知

れ
な

い
が
、

し
か

し
当
時

の
仏
蘭

西
美
学

は
、
多

く

の
場
合

に
此

の
種

の

「
美
」

を
所

謂

、.甘

コ
①
ω巴
ω
ρ
⊆
9
..

の
言

葉

で
片

附

け

て
し

ま

っ
た

の
で
あ
る

。」

(大

西
克
礼

著
美
学

下
巻

二
一二
八

頁
)
と
述

べ
て

い
ら

れ
る

よ
う
に
、

フ
ラ

ン

ス

で
は

美
学

に
お

い
て
も

美
術

史

に
お

い
て
も
、

デ

ィ
ド

ロ
を
補

グ

ラ
　
ス

う
意

味

で
、
ブ

ー

シ

ェ
の
世
界

を
も
包
含
す

る
よ
う
な

「
優
美
」

を

正
当
に
位
置
づ

け
る
試

み
が
少

か

っ
た
。

ド
イ

ツ
や

そ

の
他

の
国

に
お

い
て
も

そ

の
こ
と
は
当

て
は

ま

る

で
あ
ろ

う
。

た

い

へ
ん
大

き
な
問

題

で
あ

る
が
、
今

後

の
課
題
と

し

て
考

え

て

い
き
た

い
と
思

う

。
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